
日間二

新
年
度
の
報
告
と
今
年
度
の
抱
負

上
平
間
第
二
町
会
会
長

秋
刀;

日
頃
よ
り
町
会
活
動
に
ご
理
解
・

一
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

一
ざ
い
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
昨
年

一
度
も
一
年
間
無
事
に
活
動
を
終
え
る

一
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と

一
え
に
役
員
を
始
め
、
各
理
事
・
各
委

一
員
の
皆
様
方
の
ご
尽
力
の
賜
物
と
感

¥
ノ

一
じ
て
お
り
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
厚
く

k
一
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

一
今
年
も
新
年
早
々
よ
り
各
種
の
町

一
会
行
事
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

才
一
恒
例
の
た
こ
上
げ
大
会
は
階
天
に
蕊

!
、
，
一
ま
れ
、
参
加
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
に

ハ
一
は
大
変
好
評
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

む
一
後
の
新
年
会
で
は
、
多
く
の
来
貨

の

の
一
方
か
ら
渇
か
い
ご
祝
辞
を
い
た
だ

、
一
き
、
日
頃
の
交
遊
を
深
め
る
と
と
も

-h-
一

ゑり一
2

・、
ム
f

p

、d

に
大
変
な
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て
お

り
ま
し
た
。

ま
た
、
先
日
の
お
花
見
会
は
空
模

様
が
心
配
な
中
で
の
開
催
で
し
た

が
、
多
く
の
方
と
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
簡

単
で
す
が
、
こ
の
場
で
ご
報
告
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

き
て
、
我
が
上
平
間
第
二
町
会
で

は
平
成
二
寸
五
年
よ
り
川
崎
市
ま
ち

づ
く
り
局
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
「
地

域
住
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
」
の
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
様
荷
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
「
地

域
の
防
災
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」
を

第
一
回
目
と
し
て
、
防
災
専
門
家
の

-
-
mb
一

行

夫

欄

-m叫
川
晶

三
発

会

肝

-
吋
喝
川
凶

-
一

町

久

山

一

J
n
Mぺ
一
一
月
一
ー
」
L

l

;

剖

-
h
飢

w
一
一
日
ベ
鷹
者
木
長

-n
H
U
-E
間

任

ーー

j

-
M
出
唱
，

竺
訂
平
貴
司
戊
所

-F
H岨
-

一

成

上

集

刷

戸
ト
川

い

」
一

平

編

印

方
の
監
修
の
も
と
大
勢
の
方
に
参
加

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後

も
地
区
を
班
ご
と
に
分
け
実
際
に
地

域
の
危
険
箇
所
を
回
り
体
験
し
た
こ

と
を
地
図
に
記
す
な
ど
の
活
動
を
行

い
、
現
在
、
第
六
回
「
ま
ち
の
“
あ

っ
た
ら
い
い
な
"
を
考
え
よ
う
!
そ

の
2
L
ま
で
お
こ
な
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。こ
れ
か
ら
も
町
会
で
は
地
域
と
し

て
の
防
災
力
を
高
め
、
子
ど
も
た
ち

か
ら
高
齢
者
ま
で
の
多
く
の
世
代
の

人
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
防
災
訓
練
や

救
命
救
急
訓
練
な
ど
の
活
動
も
お
こ

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の

積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま

す。

防
災
部
畏

草

薙

貞

夫

平
成
二
十
六
年
度
防
災
訓
練
を
、
十

一
月
二
十
三
日
平
問
中
学
校
を
会
場
に

中
原
消
防
署
指
導
の
も
と
、
共
催
と
し

て
、
第
三
町
会
、
五
瀬
淵
住
宅
自
治
会

及
び
平
問
中
学
校
の
生
徒
逮
を
合
め
約

二
百
五
十
人
の
参
加
者
で
、
年
一
度
で

あ
る
が
、
阪
神
・
淡
路
や
東
日
本
大
震

災
の
記
憶
も
時
間
と
と
も
に
薄
れ
、
世

界
で
も
日
本
列
島
は
自
然
災
筈
の
中
で

地
震
大
国
と
ま
で
い
わ
れ
、
そ
れ
だ
け

に
地
震
の
恐
ろ
し
さ
を
認
識
、
備
え
の

一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で

す。
い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
地
震

災
害
を
い
か
に
減
災
に
と
ど
め
る
か
、

そ
の
た
め
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
引
昨
ョ

ン
の
場
と
し
て
貨
重
な
活
動
で
哨
暖
の

事
態
に
も
冷
静
に
行
動
出
来
る
備
え
で

も
あ
り
ま
す
。

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
テ
!
?
に
、

今
後
も
活
動
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

ま
だ
大
半
の
人
が
危
機
意
識
が
低
く
、

そ
の
た
め
に
も
よ
り
多
く
の
参
加
者
に

体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

----

T
間
引
司
自
記
皇

制
司

が

始

ま

り

ま

し

た

。

参

加

人

数

も

約

二

3
9
一
一二

E
金
一
聞
の
一

目

意
向
唱
日
ド

K
M
R
EL
u
h

一
O
O名
止
な
り
大
勢
の
方
々
が
平
間
公

認

叩

同

会

花

見

開

催

一闘
に
集
ま
り
会
場
一
杯
に
な
り
ま
し
た
-

EA汁
倒

叫

叫

叫

引

制

叶

開
花

一住
宅
の
皆
さ
ん
は
若
い
人
達
が
多
い
の

一
予
想
を
し
な
が
ら
一
ヶ
月
以
上
も
前
に
、

一
で
、
子
供
さ
ん
も
大
勢
参
加
さ
れ
ま
し

「

J

一
町
会
花
見
の
日
程
を
、
三
月
二
十
九
日

一
た
。
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ

/

¥
一
に
決
定
し
ま
し
て
準
備
を
進
め
て
ま
い

一な
町
会
行
事
に
参
加
さ
れ
て
交
流
を
深

一
り
ま
し
た
。
花
見
当
日
二
日
前
ぐ
ら
い

一
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
町

一
か
ら
天
候
が
悪
く
な
り
雨
が
心
配
さ
れ

一会
は
こ
れ
か
ら
も
地
域
と
交
流
を
広
め

一
ま
し
た
。
昨
年
の
花
見
は
残
念
な
が
ら

一
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
町
会
行
事
に

一
中
止
と
な
り
、
皆
さ
ん
、
が
っ
か
り
さ

一参
加
さ
れ
ま
す
様
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

れ
た
の
で
、
今
年
は
ぜ
ひ
開
催
し
た
い

一

震
後
に
ク
レ
ッ
セ
ン
ト
新
川
崎
の
皆

と
い
う
思
い
が
有
り
ま
し
た
。
当
日
は
、

一さ
ん
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

桜
の
花
も
例
年
に
な
く
満
開
に
近
い
状

一し

ま

す

。

総

務

部

長

丹

野

政

記

態
で
し
た
。
お
天
気
の
方
も
日
中
は
良

一-

く
な
り
雨
は
夕
方
に
ず
れ
ま
し
た
の
で
、

一

最
良
の
お
花
見
日
和
に
な
り
ま
し
た
。

一

一
方
、
歩
く
会
の
人
達
は
、
ガ
ス
橋
下

一

に
集
合
し
ま
し
て
、
ラ
ジ
オ
体
操
を
行

一

っ
た
あ
と
、
皆
さ
ん
元
気
に
ガ
ス
橋
を

一

渡
っ
て
東
京
側
の
土
手
を
桜
の
花
を
見

一

な
が
ら
散
策
し
て
、
約
一
刷
程
住
復
し

一

ま
し
て
会
場
の
平
間
公
園
に
戻
り
町
会

一

役
員
が
早
朝
か
ら
準
備
し
た
、
お
に
ぎ

一

り
、
ヤ
キ
ソ
パ
、
飲
物
な
ど
で
お
花
見
一
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h
u炉
端
圃
圃
咽
四
閣
E
E

ぷ
手

4
.

背
少
年
部
加
藤

町
会
恒
例
の
凧
上
げ
大
会
は
好
天

に
恵
ま
れ
大
勢
の
参
加
者
を
得
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
ク
レ
γ
セ
ン
ト
や

レ
l
ベ
ン
等
町
会
加
入
の
マ
ン
シ
ョ

ン
か
ら
の
参
加
者
も
増
え
て
に
ぎ
や

か
で
し
た
。
青
少
年
部
・
婦
人
部
・

理
事
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
盛
会
に

終
了
し
ま
し
た
。
前
日
か
ら
準
備
し

た
「
お
志
る
こ
」
も
好
評
で
し
た

が
、
風
が
強
す
ぎ
て
凧
が
土
手
通
り

に
飛
ば
さ
れ
担
当
役
員
が
安
全
対
処

に
大
わ
ら
わ
で
し
た
。
強
風
の
た
め

一
寸
早
自
に
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

関
係
者
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

起震車体験非常時のトイレ作りの中学生験体煙

し
よ
う
と
、

曲目
き
起
こ
し
た
も
の
で
あ
る
」

と
述
べ
て
い
ま
す
の
で
自
身
が
体
験
し
た

散
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
因
み
に

一
九

一

四
年
九
月

一
六
日
ア
ミ
ガ
サ
事
件
、

一
九

一
六
年
二
月
S
一
O
月
有
吉
堤
工
事
、

一

九
一
八
年
四
月
多
摩
川
本
堤
防
起
工
、

一

九
三
四
年
多
摩
川
本
堤
防
竣
工
。
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『
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
つ
い
て
』

若

桑

美

子

女
民
生
姿
、
児
童
委
員
の
選
出
は
、

池山
崎
の
代
表
者
が
推
認
委
員
と
な

り
、
ニ
五

O
世
帯
位
に
一
人
選
ぶ
、

区
、
市
、
固
と
恭
平
属
委
員
会
を
経

て
、
居
庁
生
労
働
大
互
に
よ
h
，妥
唱

さ

れ

ま

す

.

(

一

期

三

年

)

上
平
間
第
ニ
町
会
の
民
生
委
員
、

児
童
委
員
は
次
の
巡
り
で
す
.

一
、
-
一
、
三
区
担
当
:
鈴
木
邦
子

四
、
五
、
六
区
担
当
・
田
嶋
順
子

七
区
、
町
三
位
み
一
也
、

ク
レ

y

セ
ン
ト
担
当
伊
藤
い
づ
み

八
、
九
、
十
区
、
ク
リ
オ
、

五

瀬

淵

位

毛

担

当

若

桑

美

子

十
一
、
十
ニ
区
、

上
平
岡
住
宅

担

当

井

出

玄

夫

主

任

児

童

委

員

上

野

瑞

枝

〈
干
成
十
六
年
一
月
一
日
よ
丹
新
設
)

平
問
中
学
、
平
問
、
下
河
原
小
学
校

」ノ付
同
一
貴
氏
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動

λ
二

川

、
山
地
域
に
住
む
一
住
民
と
し
て
、

hv
一
そ
の
人
の
立
場
に
え
っ
て
良
さ
相

}
一

談
者
と
し
て
、
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と

川
一
か
ら
高
齢
者
の
方
ま
で
、
お
話
し

、
一
の
聞
き
投
と
な
り
ま
す

め
一
問
、
見
守
り
活
動

れ
一
見
守
与
の
必
要
な
万
(
一
人
暮
し

ふ

商
問
国
凶
幽
回
国

一
八
幡
大
神
祭
礼
の
今
昔
に
つ
い
て

一
私
は
戦
後
昭
和
二
十
三
年
頃
の
八

¥
d
一
憾
大
神
祭
礼
の
状
況
を
記
憶
し
て
居

/
人

一
る
の
で
書
い
て
み
ま
す
.

そ
の
当
時
は
、
上
平
岡
田
可
会
は

無
く
千
問
地
区
の
皐
何
年
が
集
ま
り
八

幡
梯
と
呼
ん
で
い
た
.
人
幡
様
の
務

礼
に
青
年
が
皆
ん
な
で
液
芸
を
行
う

と
括
し
が
出
来
神
北
総
代
会
に
も
話

を
し
て
計
画
進
め
、
芝
居
と
歌
に
決

ま
句
、
芝
居
は
「
合
場
の
忠
太
郎
」
.

投
柄
を
決
め
、
歌
は
十
曲
程
に
決
ま

旬
、
品
開
一
拍
寺
本
堂
に

T
妹
智
、
祭
礼

に
向
っ
て
準
愉
し
ま
し
た
・
八
幡
様

山時
代
会
と
相
談
、
神
社
前
町
広
場

(札

畠
道
路
)
と
用
水
域
を
利
用
し
T
#
之
是

の
鼻
持
古
を
建
て
、
入
崎
市
様
の
祭
礼
を

迎
え
ま
し
た
.
祭
礼
は
、
夜
宮
と
本

経
り
で
ニ
日
間
で
神
輿
は
当
時
は
無

く
、
お
様
子
は
良
〈
問
ζ

ぇ
、
賑
や

か
で
し
た
.
祭
礼
の
夜
宮
で
演
芸
は
、

一
部
芝
居
-
一
部
は
歌
で
.

一
心
部
の
芝
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高
齢
者
や
、
高
齢
者
世
帯
な
ど
)

.
ひ
と
句
で
は
限
度
が
あ
る
の
で
、

可
会
の
見
守
り
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

制
用
し
て
い
ま
す
・

ω、
各
行
事
、
事
業
の
参
加

・
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
会
食
会

.
子
育
サ
ロ

ン
造
営

・
保
育
園
、
小
、
中
学
校
会
議
、
及

び
行
事
に
参
加

・
町
会
、
え
守
h
，
及
ぴ
ミ
ニ
ヂ
ィ
活

品却に
a
f
加

川
町
、
行
政
や
私
会
一
拍
祉
協
会
の
行
う

事
業
へ
の
協
カ

・
共
同
募
金
〈
赤
十
字
、
赤
い
羽
松
、

年
末
た
す
け
あ
い
)

・
賛
助
会
費

へ
の
協
カ

そ
の
他

・
月
一
旬
、
定
例
氏
児
協
議
令
、
令

誠
に
出
席

・
社
会
一
一
稿
祉
協
議
会
、
各
部
会
、
会

議
に
出
席

-
川
崎
市
民
児
協
、
中
原
区
氏
児
協

各
主
催
の
研
修
令
等
に
出
席

齢

h
R
L

防

災

部

長

草

薙

貞

夫

川
崎
市
ま
ち
づ
く
り
局
主
催
に
よ
る

講
習
会
を
こ
れ
ま
で
六
回
に
わ
た
り
開

催
、
町
会
と
し
て
も
啓
蒙
活
動
の
一
環

と
し
て
実
際
こ
の
地
域
で
災
害
が
起
き

た
ら
ど
の
よ
う
な
被
害
が
あ
る
か
イ
メ

ー
ジ
し
な
が
ら
地
域
の
将
来
像
を
考
え

て
い
く
集
い
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
市
が

防
災
ま
ち
づ
く
り
分
野
の
防
災
対
策
に

つ
い
て
、
地
域
単
位
の
取
り
組
み
が
重

要
と
考
え
ら
れ
、
市
内
六
九
八
町
会
あ

る
中
か
ら
二
ケ
所
、
内
の

一
つ
に
当
町

一
h
E
訓
天
神
台
句
会

会
が
指
定
を
受
け
た
。

一d
町民

4
嶋
一
一
一

j
四
月
の
多
点
句

最
初
は
単
な
る
講
習
会
と
思
わ
れ
た

一
本
金
へ
す
く
っ
と
憤
怒
の
鬼
瓦

集
い
が
回
を
電
-
ね
る
に
つ
れ
、
特
に
自

一一
菜
の
花
や
陽
を
集
め
た
る
え
の
隅

分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
減
を
歩
い
て

一一
字
引
く
手
思
は
ず
と
め

T
犬
ふ
ぐ
り

点
検
し
始
め
た
こ
ろ
か
ら
少
し
.
つ
つ
参

一一
下
萌
え
て
弾
け
る
児
等
の
土
千
滑
h
，

加
者
の
意
識
が
変
わ
り
住
民
主
体
型
の

一

活
動
に
、
又
グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
積
極

一
除
人
形
仲
間
る
事
な
く
幾
年
そ

的
、
且
つ
強
固
な
ま
ち
に
し
よ
う
と
取

一
老
い
し
身
を
労
は
り
合
う

T
梼
の
呈

り
組
む
姿
勢
が
見
ら
れ
て
き
た
。

一
ゑ
風
吹
け
ば
老
い
の
ハ

1
ト
も
世
さ
に
け
り

と
か
く
事
が
起
き
て
か
ら
対
処
す
る

一
春
雨
や
留
守
居
一
献
静
心

傾
向
に
あ
る
が
、
事
前
に
備
え
る
知
識

一
空
襲
と
津
波
追
悼
春
浅
し

を
も
ち
あ
わ
せ
る
か
、
す
な
わ
ち
知
っ

一
母
の
声
背
中
に
受
け
て
新
入
生

て
い
る
と
、
知
ら
な
い
と
で
は
助
か
る

一
友
と
酒
老
い
追
い
払
う
桜
か
な

確
率
に
大
き
な
差
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

一
陽
に
洛
け
T
川
面
漂
う
呑
在

い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
地
域
の
防
災
に

一
満
開
の
花
よ
し
史
さ
枝
も
よ
し

取
り
組
む
活
動
は
不
可
欠
と
思
わ
れ
、

一
雷
成
品
併
殺
未
だ
眠
る
輩

そ
こ
で
引
き
続
き
、
こ
れ
ま
で
を
踏
ま

一
一
蝶
の
発
菜
園
の
田
和
か
な

え
て
、

自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち

一一
花
田
和
花
よ
句
団
子
の
母
連
れ
て

居
、
番
品
切
の
忠
太
一
郎
は
素
人
演
芸
で
は
一
で
防
災
対
策
を
推
進
、
そ
の
た
め
に
も
、
一一

ー
に
柳
若
葉
を
吻
ら
す
風

来
晴
し
い
演
技
で
税
容
が
ら
拍
手
喝
采
同
是
非
、
こ
の
機
会
に
自
発
的
参
加
を
町

一

t

で
し
た
-
-
一
一
部
歌
で
遠
回
さ
ん
は
パ
イ
一
会
と
し
て
望
み
ま
す
。
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司
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国
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町
会
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子
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け
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神
社
神
典
一
上
平
問
団
町
合
へ
毎
年
渡
御
を
行
わ
れ

ι

追
悼

が
建
立
さ
一
で
居
ま
す
・
私
の
祭
礼
の
思
い
出
と
し

一
堤
前
町
会
長
が
、
与
の
犬
神
台
句
会
を

れ
神
社
総
一
て
記
し
ま
し
た
・

一

-fり
土
げ
て
平
や
十
一
年
の
歳
月
が
流

代
に
依
町
一
平
成
ニ
十
七
年
四
月
四
目

白
れ
ま
し
た

祭

礼

時

に

一

町

会

顧

問

森

善

一

郎

一

昨

秋

、

機

浜

に

転

居

L

T

、

自

句

集

の

メ
ー
ト
ル
の
羽
宮
山
町
畳
り
で
あ
る
・
随
神

一
は
戊
反
戦
争
の
慰
霊
碑
や
太
子
堂
な
ど
が

門
か
ら
山
頂
ま
で
、
，
一
回
目
・一
ハ
段
町
Z
段
を

一
史
跡
と
し
で
伐
さ
れ
て
お
句
、
右
に
鳥
海

武
官
る
の
だ
・
よ
れ
が
修
験
道
場
と
す
わ
れ
る

一
山
の
雄
姿
を
仰
ぎ
、
左
に
日
本
海
を
え
な

山
で
あ
る
・
-
』
れ
を
武
官
h

ソ
知
っ
て
山
頂
に
希

一
一
か
ら
皐
潟
に
肴
〈
.
象
渇
の
付
近
工
常
は

く
・
山
頂
に
は
羽
東
山
神
社
・
月
山
神
私
・

一
鳥
海
久
山
町
泥
流
地
形
で
、
鳥
海
の
お
を

湯
殿
山
神
社
の
三
山
合
祭
織
が
あ
る
.
そ
し

一
映
す
人
句
江
町
中
に
は
、
人
十
人
弱
と
九

て
三
#
の
句
碑
「
涼
し
き
ゃ
ほ
の
三
日
月
の

一
十
九
島
の
共
景
舌
つ
く
っ
て
い
た
が
、
比
四

羽
黒
山
」
「
宮
の
峰
い
く
つ
崩
れ
て
月
の
山
」

一
震
に
よ
句
地
盤
が
隆
起
し
、
一
瞬
に
L
T

「
語
ら
れ
ぬ
湯
mm
に
ぬ
ら
す
挟
か
な
」
と
私

一
陸
化
し
た
・
そ
の
後
、

渇
は
開
国
さ
れ
札

を
拝
枕
参
拝
し
、
月
山
・
湯
川
町
山
ー
と
え
を

一
在
は
、
田
閣
の
中
の
島
に
松
の
木
が
生
え

一込
め
る
・
羽
田耳
目
中
は
株
高
-
三
て
低
い
が
、
殺
し
一
た
小
島
が
品
川

aし
て
廿
を
物
語
9
T
いる・

一
い
石
段
の
登
り
で
あ
る
が
、
ょ
の
神
聖
な
る

一・
』
の
情
景
が
由
雄
主
的
頃
に
な
句
、
団
四

一枠
制
ザ
的
な
玄
域
的
階
段
昔
、
一
歩
て
す
畳
っ

一
に
水
を
張
る
と
、
一
面
海
面
と
な
し
、
ぃ

一
て
い
る
時
、
人
生
町
修
行
町
一
端
で
あ
る

ι
一
に
し
え
の
晴
景
を
映
し
だ
し
T
く
れ
る
・

一と
を
感
じ
て
い
た
.
月
山
は
入
令
固
ま
で
は

一
そ
の
有
り
柿
は
な
ん
と
永
乳
し
よ
う
.
ロ

一パ
ス
が
行
く
が
、
よ
よ
は
歩
い
て
奇
り
、
十

一
に
ほ
乳
し
が
た
い
情
景
な
の
だ
ろ
う
・
芭

一七
時
、
入
合
目
宿
に
到
着
す
る
.
笠
十
月
六

一
蕉
も
松
島
と
並
び
、
称
さ
れ
た
阜
潟
に
心

一
目
、
紳
来
え
を
梓
L
T
六
時
宿
を
出
発
・
弥

一
を
引
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
・
芭
煮
の
荷
れ

一陀
ヶ
原
の
草
紅
葉
を
拙
噛
み
分
け
千
九
百
七
十

一
た
対
満
寺
境
内
か
ら
よ
の
情
景
を
つ
ぶ
さ

一九
米
の
月
山
山
頂
を
目
指
し
T
出
発
す
る
・
品
川

一
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
・

ζ

ょ
で
一
句

市
一緒
と
平
紅
葉
が
相
侠
っ
て
常
時
明
ら
し
い
光
景

一
「
象
渇
や
雨
に
品
山
花
が
ね
ぷ
の
花
」
の
句

ロ一
一
で
あ
る
・
そ
よ
告
過
U
2
る
と
険
し
い
修
験
道

一
と
像
が
柑
渦
寺
に
戒
さ
れ

T
い
る
.
乙
町

円
一が
続
く
・
や
が
て
ニ
吟
同
ほ
ど
任
る
と
山
頂一

素
晴
ら
し
い
情
景
を
堪
抽
出
し
次
の
池
へ
と

借
一
に
到
着
す
る
・
山
頂
に
は
月
山
神
社
が
花
ら

一
え
を
逆
ぷ
.
今
号
は
よ
-
』
ま
?
と
し
、
次

を
一
-
れ
て
お
り
、
そ
の
ち
が
く
に
「
宮
町
峰
い
〈一

号
は
結
ぴ
の
地
大
坦
ま
で
を
紹
介
し
ま
す
。

渥
一
つ
崩
れ
て
月
の
山
」
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句
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が
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験
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濡
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宇

一
る
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十
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八
日
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発
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・

・
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一
十
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時
鶴
岡
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川
川
川
川
川
川
川
川
川
口
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山

一

笠
a
七
時
{帽
を
雪
ラ
、
鶴
岡
市
街
を
散
策
・

一ね
〈
幻
〈
的
〈
削
〈
制
J

丸
一
娩
岡
市
は
活
井
色
直
十
四
万
石
の
城
下
町
で

一
/
い
¥
ょ
に
/ビ
に
い
¥
A
Y

一あ
句
、
包
煮
は
議
士
の
長
山
支
仔
毛
に
込
留

一
玉
川
あ
る
あ
る
ち
ょ
っ
と
し
た
話

前
回
は
山
形
県
新
庄
市
古
口
ょ
っ
、
最
よ

一L
T
い
る
が
、
あ
ま
行
句
の
え
跡
が
成
さ
れ

一

一
月
の
或
日
、
ベ
ン
チ
に
腰
掛
け
る
河

川
下
り
の
乗
船
ま
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今

一
て
い
な
い
.
偶
岡
市
街
を
散
策
し
、
酒
田
へ

一
附
者
の
方
に
し
き
り
に
話
し
か
け
る
二

回
は
、
最
土
川
を
下
。
、
出
羽
三
山
を
経
て

一向
か
う
・
酒
田
市
は
山
形
県
の
北
西
部
に
位

一
人
の
女
性
。
転
ん
だ
の
で
、
助
け
起
こ
し

鵠
向
か
ら
酒
田
、
皐
潟
坦
h
，ま
で
を
紹
介
L

一読
し
、
最
上
川
町
河
口
に
あ
る
エ
業
部
市
と
、

一

ま
す
・

一

米
・
塩
な
ど
を
υ

輸
送
す
る
港
と
し
て
栄
え
た

一
た
所
で
↓
た
。
闘
に
少
し
血
が
穆
ん
で
い

十
月
四
目
指
を
七
時
に
発
ち
、
乗
船
地
に

一都
市
で
あ
る
・
従
っ

T
港
付
近
に
は
海
迭
に

一
・
ま
し
た
カ
し

τ
か
り
し
た
受
け
答
え
を

向
か
う
・
今
日
は
天
気
も
良
〈
、
川
は
中
勺

一携
わ
っ
た
ま
商
郎
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
・

一
し
て
い
ま
す
。
近
所
に
在
る
ご
自
宅
ま
で

た
行
と
流
れ
て
い
る
・
大
勢
町
観
九
客
を
粂

一ま
た
田
和
山
公
園
に
は

「
あ
つ
み
山
や
吠
浦

一
送
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
迷

せ
T
、
静
か
な
流
れ
に
任
せ
出
発
す
る
・
船

一か
け
て
夕
涼
み
」
「
暑
さ
日
を
海
に
入
れ
た

一
服
さ
れ
て
な
か
な
か
動
き
ま
せ
ん
.
お
子

頗
の
を
戸
で
風
九
明
堀
な
紫
色
寺
町
叫
明
し
な

一月
号
而
」
の
句
碑
げ
か
の
よ
さ
れ
で
い
る
・一

さ
ん
の
お
迎
え
が
あ
る
と
い
う
の
に
、
心

f
叫吋
h
y

名
歌
の
来
上
川
舟

一酒
田
を
散
策
し
、
十
月
十

一
目
、
い
よ
い
よ

一

唄
を
拡
露
し
な
が
ら
、
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

一芸
奈
川
時
勺
た
臭
の
拘
道
の
最
北
端
、
象
潟

一
配
し
て
い
る
女
性
。
も
う
一
人
の
方
は
、

一
時
間
の
枝
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
・

M

甘い弘

一
へ
と
向
か
う
・
象
潟
は
秋
田
県
の
南
西
部
に

一
歯
医
者
の
予
約
時
間
を
変
更
し
て
ま
で
、

草
緯
温
泉
で
下
船
し
一
路
出
羽
=
一
山
へ
向
か

一位
置
し
、
田
進
七
号
線
を
ひ
た
す
ら
歩
く
・

一
送
り
届
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
結
局
、

う
・
芭
官
民
は
清
川
に
下
船
し
T
い
る
.
そ
の

一途
中
道
依
吋
迎
行
で
咽
道
奥
の
畑

出
版
編
集
を
終
え
る
の
を
待
つ
ょ
っ
に
旅

立
ち
ま
し
た
.
謹
ん
で
ご
冥
請
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
.
こ
の
よ
は
天
神
台
句
会
を

末
水
〈
続
け
て
行
く
所
存
で
す
.

句
会
の
繁
栄
を
泉
下
よ
句

単
旭市弘
FP

‘

お
m
去
す
り
く
だ
さ
い
・

ー
が

宍

戸

天
神
古
句
令
で
は
会
員
を
募
集
し
て
お
行

ま
す
.
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
参
加
下
さ
い
.

毎
月
第
三
水
暇
目
、
午
後
一
時
三
十
分
か

ら
町
会
合
他
ニ
階
で
凋
俄
L
T
お
つ
ま
す
.

会

安

月

五

O

O
円

会
長

高
山
o
q
子
五
一
一

l
-
入
ニ
一

幹

事

山

よ

正

五

回

四

1
四
ニ
八
七

幹
事
佐
藤
輝
之
五
一
一

l
一
二
四
七


